
・アノマー位の立体制御（a,	ß）を行えること
ヒト型糖鎖を構成している主な糖（単糖）

グルコース
ガラクトース
N-アセチルグルコサミン
N-アセチルガラクトサミン
シアル酸
グルクロン酸
マンノース
フコース
キシロース

ヒト型糖鎖に見出されている大半の
単糖の立体制御を可能にした。

・位置選択的グリコシル化の開発

シアル酸、グルコース、ガラクトースに
おいて高収率にて開発に成功した。

多くの有用な生理活性を
有するシアロ糖鎖類の創出
を可能にした。

硫酸化、アシル化糖鎖の合成を可能にした。
生理活性糖鎖の幅広い合成法確立に成功。

・プローブ化法の開発

効率的プローブ化に成功し糖鎖
プローブの合成に成功。

研究支援型糖鎖としての応用
利用の拡大。

糖鎖合成のキーポイント

各種産業利用を目指した糖鎖の開発
山口真範

和歌山大学教育学部・化学教室 （有機生化学）

masayama@center.wakayama-u.ac.jp
www.center.wakayama-u.ac.jp/~masayama/

糖鎖研究の背景 糖鎖合成のキーポイント

ホルモンや酵素タンパク質の受容体
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正常細胞とがん細胞を
見分けるマーカーになる

正常細胞

ホルモン・酵素・タンパク質

異常糖鎖の発現

糖鎖

生体内での糖鎖の役割

糖鎖の供給方法

① 生体成分からの抽出
⇒ 微量成分であるため必要十分量確保は困難。

② 遺伝子工学による合成
⇒ タンパク質のように遺伝子の直接の産物でないため
大腸菌などによる大量生成は困難。

③ 人工的に合成
⇒ 有機化学合成法などを用いて合成。

※ 人工的に糖鎖を合成する際に要する事柄
・多段階合成ステップ
・高度な合成技術及び解析技術
・高価な合成試薬
・人体に有害な試薬の多用
・多量の有機溶媒の排出

糖鎖の合成は
非常に煩雑
課題が満載

基幹特許一覧
・ PROCESS FOR PRODUCING NOVEL SIALO-SUGAR CHAIN.

Patent No., US 9290532, EP 2759548, EP 3009441

・ コア物質への糖鎖付加方法；特許第4982852号

・ 糖鎖の構築方法；特許第5278871号

・ 新規シアロ糖鎖の製造方法；特許第6095571号

・ プロテオグリカン固定化有機材料；特許第 6099312号

・ 新規（２→３）結合型シアロ糖鎖の製造方法. 特願2013-056256

・ 反応性基導入α-ガラクトースの製造方法；特願2014-260418 

・ 免疫グロブリンA分泌促進剤；特願2015-184634

・ 抗ウイルス用繊維又は繊維製品；特願 2016-050963

・ 抗ウイルス剤；特願 2017-139145
など

糖鎖合成技術比較表

新規糖鎖合成法の開発に成功

上記課題を解決する新技術を
開発した！



革新的糖鎖合成技術の創出

Influenza	virus	A/Aichi/68	(H3N2)の不活化

糖鎖濃度 (mg/ml)
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・ ウイルス不活化効果
・ ビフィズス菌増殖効果
・ 腸管免疫賦活効果
・ 保湿効果 e.t.c.
様々な機能性を確認

▶インフルエンザウイルス防疫フィルター（マスク）として利用

▶ビフィズス菌増殖活性因子として利用

▶免疫グロブリンＡ（ＩｇＡ）誘導活性因子として利用

機能性糖鎖の創出

無限の可能性への挑戦

Glyco worldへようこそ （糖鎖を用いて共に人類の未来へ貢献を！）
糖鎖の合成、応用方法、取り扱いなど相談に乗ります。
希望サンプル提供可能。 下記にご相談ください。

和歌山大学 産学連携イノベーションセンター
E-mail liaison@center.wakayama-u.ac.jp TEL 073-457-7564

合成期間：約１年にて達成


